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昨年度から、河原ノリエさん

（東京大学）と堀田季何さん

（俳人）に来ていただき、俳句

作りを通して健康について考え

る取組を行っています。 

今回は、「食」をテーマに２年

生が俳句作りに挑戦しました。   

各自が考えた２～３句を匿名

で掲示し、一通り目を通しま

す。生徒は、一人３票をもち、

「いいな」と思った句に挙手で

投票します。一番多く票が集ま

った句が本日のグランプリとい

うわけです。 

 

 

 

 

どこがよかったのかを発表し

合うのですが、誰の作品か分か

らないため、純粋に句を味わい

評価し合うことになります。コ

ミュニケーションしながら、句

会の楽しさを体験できるので

す。 

作者が分かったときには、驚

きの声や、うなずきながら納得

する様子が見られました。どの

作品も友達から評価され、うれ

しい笑顔が広がる５０分でし

た。 

 

 

 

6/3 句会ライブ ～食を考える～ 

生徒が考えた俳句の作品・・・力作ぞろい 

「う～ん。どれにしようかなあ」と思案中 

「ぺろりと消える」の言葉がいいですね。 

「○○さんの句だったの？ すごくよく分かる～」 

 食べることは、人生の中の大きな喜びで

す。そして、健康でいるためにも、とても

大切なことです。 

「食」を考えることは、 

心身ともに健康で過ごす 

ことについて考えること 

につながります。 

 

 


